
社協（社会福祉協議会）とは社会福祉法第109条に定められている「地域福祉の推進を図ることを目的と
する団体」です。全国・都道府県・市町村に設置され、地域住民や社会福祉関係者の参加により、地域の福祉
推進の中核としての役割を担い、さまざまな活動を行っている非営利の社会福祉法人の民間組織です。

社会福祉法人　芦屋市社会福祉協議会
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9
TEL.0797（32）7530　 FAX.0797（32）7529
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次号は2020年10月発行予定です。
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「社協だより」は『声の広報』『点字広報』も作成しています。　郵送をご希望の方は、社協（☎0797－32－7530℻0797－32－7529）へ

社協だよりは、福祉推進委員、民生児童委員、自治会の協力を得て配布しています。
赤い羽根共同募金配分金により発行し、配分金を活用している事業には　 マークがついています。

新型コロナウイルス感染症対策のため、中止もしくは延期となる場合がございます。ご不明な点はお問合せください。
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お 知 ら せ I N F O R M A T I O N

地区福祉委員会  生きがいデイサービス（7月～10月の予定）地区福祉委員会  生きがいデイサービス（7月～10月の予定）

応募要領　はがきに　
①答え　②住所　③氏名　④電話番号　⑤年齢
⑥紙面のご感想　をご記入の上、
〒659-0051 芦屋市呉川町14-9 芦屋市社協「クイズ」係まで
ご応募ください。（8月末日必着）　
【Eメール可　件名に「クイズ回答」と書いてください。】

多数のご応募をいただきありがとうございました。
今回応募いただいた正解者の中から、抽選で20名の方に500
円の図書カードをプレゼントいたします。当選者の発表は、図書
カードの発送をもって替えさせていただきます。
ご提供いただく個人情報は、プレゼントの送付とそれに係る業
務のみに利用します。

市内に居住する60歳以上の方を対象に、趣味活動、健康づくり、文化活動を通じて外出する
機会を増やすことを目的に実施しています。ご参加の場合は、ご自宅で検温し、発熱がない
ことをご確認のうえ、マスクを着用してください。

　毎月1回、概ね第4木曜日（8月・1月を除く）に、芦屋いずみ会
会食ボランティアによる高齢者会食懇談会を開催しています。

クイズ回答者紙面感想より
•打出小槌町の防災活動について、講座や訓練など地域団体の協力
で実施されていますが、大切ですね。
•社協だよりは地域の民生児童委員や福祉推進委員さんが手配りで配
布して下さっていることを知りました。ありがとうございます。

●対　象：芦屋市在住の60歳以上の方
●定　員：各8名程度　　●時　間：午前10時30分～正午
●場　所：福祉センター 1階　高齢者交流室
●費　用：参加費100円＋材料費
●申込み：TEL：0797－32－7525（午前9時～午後5時30分）
　　　　　にて受付（先着順）

●対　象：市内在住の60歳以上の方
●費　用：内容によっては材料費等実費が必要な場合があります。
●申込み：不要（場所により人数制限があります。）
●お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会　TEL：0797－32－7530

●対　象：芦屋市在住の70歳以上の方
●費　用：500円　　●時　間：正午～
●定　員：各30名（内　初参加の方5名までを優先受付）
●場　所：保健福祉センター 3階　調理・実習室
●キャンセル：開催日の前日からキャンセル料（500円）の支払いが

発生します。
●申込み：TEL：0797－32－7525（午前9時～午後5時30分）

もしくはボランティア活動センターにて受付（先着順）

高齢者会食懇談会

①答え　②住所　③氏名　④電話番号　⑤年齢
⑥紙面のご感想　をご記入の上、
〒659-0051 芦屋市呉川町14-9 芦屋市社協「クイズ」係まで
ご応募ください。（8月末日必着）　
【Eメール可　件名に「クイズ回答」と書いてください。
前号（4月号）クイズの正解は、0（8－8＝0）でした。
多数のご応募をいただきありがとうございました。
今回応募いただいた正解者の中から、抽選で20名の方に500
円の図書カードをプレゼントいたします。当選者の発表は、図書
カードの発送をもって替えさせていただきます。
ご提供いただく個人情報は、プレゼントの送付とそれに係る業
務のみに利用します。

はがきに応募要領

（ルール）
①白マスに線を引いて、同じ漢字どうしをつなげましょう。
②線は、「たてよこ」に引きます。すべてのマスを使います。線を交
差させたり、枝分かれさせたりしてはいけません。

③漢字の入っているマスを通過するように線を引いてはいけません。
④1マスに2本以上の線を引いてはいけません。

漢字つなぎ

実施日 申込み開始
10月22日（木）10月5日（月）

新型コロナウイルス感染症対策のため、中止もしくは延期となる
場合がございます。ご不明な点はお問合せください。

クク イイ ズズ ココ ーー ナナ ーー

　生活にお困りの人や、どこに相談したらよいかわからない場合も
お問い合わせください。専門の相談員がご相談に応じます。

※新型コロナウイルスの影響により収入が減少して生活にお困りの方の
相談も受け付けています。

●時　間：月～金曜日　午前9時～午後5時30分（祝日除く）
●場　所：保健福祉センター 1階　総合相談窓口
●電　話：0797－31－0681

　
●実施日：毎月第1・3金曜日　午後1時30分～午後3時30分（雨天祝日除く）
●場　所：まごのて～打出いこいの場～　打出商店街内

　
●実施日：毎月第2火曜日　午後2時～午後4時（祝日除く）
●場　所：セブンイレブン潮芦屋店内

福祉相談窓口　ご案内の

つながるあしや　福祉なんでも相談（福祉の総合相談窓口）

まごのて出張相談

セブシオ出張相談

その他にも、会って話をすることができない状況下でも、地域のみなさまが
つながるように活動を続けています。
●自主防災会が防災用に備蓄していたサージカルマスクの配布（打出小槌町）
●特別定額給付金に便乗した詐欺への注意喚起のチラシの配布（親王塚町）
●相談先として民生委員の連絡先を記載した手紙の配布（業平町）　など

　三条コミスクから手
ぬぐいの提供を受け
て、有志の方がマスク
を200枚作成しました。
民生児童委員、福祉推
進委員の手で、日ごろ
から見まもりをしてい
る方々に配りました。

　5月より、東山町と打出小槌町で移動店舗が始まりまし
た。コープこうべによる買い物支援の取り組みが、自治会
の協力を得て実現しました。移動販売車には、約800品目
の生鮮食品やパン、日用雑貨などが積み込まれており、事
前の予約や申込みなしでお買い物ができます。お近くの方
は、ぜひご利用ください！

生活協同組合コープこうべより、新型
コロナウイルスの影響で生活に困窮し
ている世帯に向けて「コープこうべ災害
緊急支援基金（ハート基金）」から食料品
を提供していただきました。生活困窮
者支援に活用いたします。
ありがとうございました。

　市内の匿名法人より、1億円のご寄附を
いただきました。多世代交流拠点づくり及
び福祉人材育成に使ってほしいという寄附
者のご意向により、プラスワン福祉基金と
名付けて基金を設立し、活動に使わせてい
ただきます。
　新たな事業がプラスワンで創造できるよ
う取り組んでまいります。

　市内の匿名法人より、1億円のご寄附を
いただきました。多世代交流拠点づくり及
び福祉人材育成に使ってほしいという寄附
者のご意向により、プラスワン福祉基金と
名付けて基金を設立し、活動に使わせてい
ただきます。
　新たな事業がプラスワンで創造できるよ
う取り組んでまいります。

　「マスクを集めて、困っているところへ届
けよう！」と、呉川町町内会、呉川町自主防
災・防犯会が主催し“呉川町マスクプロジェ
クト”を実施しました。コープ浜芦屋店の協
力で、5月15日から5月21日までサービス
コーナーにBOXを設置しました。集まった
マスクは、社協へご寄付いただき、なかよ
し工房や学校などに提供いたしました。

コロナ禍での地域活動コロナ禍での地域活動
かか

つどえなくてもつながれるつどえなくてもつながれる

三条地区で配布されたマスク

呉川町町内会、自主防災・防犯会のみなさん

呉川町三条地区

　新型コロナウイルスの影響で、高齢者のつ
どいや、生きがいデイといった、地域でのつ
ながりづくりのための事業や、訪問活動など
の取り組みの自粛が続きました。
　そんな中でも、地域でできることを考えて
実践した取り組みを紹介します。

　　 打出小槌町
毎週月曜日　午後4時
芦屋動物病院南
　　 東　山　町
毎週木曜日　午後3時
芦屋東山プリンス前

東山町打出
小槌町コープ

移動店舗

笑顔を届けにバルーンおじさん参上！
細長い風船をキュキュっとしぼって
いろいろなバルーンアートを
つくります。お楽しみに♥

●開催日時： 8月22日（土）　午前10時30分～正午
●場　所： 木口記念会館1階　多目的ホール
●講　師： 安木　良明 氏　　●対　象： 会員または芦屋市在住・在勤の方
●定　員： 30名　　●申込み受付： 随時
●申込み・お問い合わせ：芦屋市ファミリー・サポート・センター
　TEL：0797－25－0521

たのしく
あそぼう

ババ ルル ンンーー

おとなもこどももみんな笑顔

実施日 プログラム
「ナンプレ」～コツを知って楽しもう！ 中級①～
「マクラメ編み」～ミニドア飾り～
「写経」
「ナンプレ」～コツを知って楽しもう！ 中級②～
「書と遊ぼう」～色紙に美文字を～
「手芸」～まん丸ブローチ～

申込み開始
9 月11日（金）
9 月18日（金）
9 月25日（金）
10月 9 日（金）
10月16日（金）
10月23日（金）

9月1日（火）

10月2日（金）

◎のマスを通る線は、
　　　何番の漢字をつなぐ線でしょうか？

〔広告〕公益社団法人  芦屋市シルバー人材センター公益社団法人  芦屋市シルバー人材センター
〒659-0062  芦屋市宮塚町２-２ 「はつらつ館」 〒659-0062  芦屋市宮塚町２-２ 「はつらつ館」 

 就業会員募集！  お仕事募集！
生涯現役！ 60歳以上の元気な高
齢者募集中です。あなたの力を地
域支援に役立てませんか？ 
（毎月第2火曜・入会説明会・要事前申込）

誰に頼んだらいいのかしら？ 
暮らしの中のお困りごとはあ
りませんか？小さなことでも、
まずはご相談下さい！  

まずはお電話でお問い合わせ下さい！　TEL32－1414

なかよし工
房

『プラスワン福祉基金』を設立しました 『プラスワン福祉基金』を設立しました 

地　区 プログラム 実　施　日 場　所

精　道

手軽にできる
ストレッチと筋トレ ※1

7月17日（金）、31日（金）
8月7日（金）、14日（金）、21日（金）、28日（金）
9月4日（金）、11日（金）、18日（金）、25日（金）
10月2日（金）、9日（金）、16日（金）、23日（金）
 午後2時～午後3時30分

茶屋集会所

カラオケで健康に 7月14日（火）、8月11日（火）、9月8日（火）、
10月13日（火） 午後1時30分～午後3時00分 竹園集会所

健康長生き体操
レレレの会 施設の受入れ体制が整い次第、再開いたします。 Ｌｅｓ芦屋

山　手 歌で楽しむ 9月17日（木）、10月15日（木） 午前10時～正午 大原集会所
宮　川 チェアータップダンス 10月※2 午後1時30分～ 西蔵集会所（予定）
朝日ケ丘 はじめてのナンプレ 9月3日（木） 午後1時30分～午後3時30分 朝日ケ丘集会所

三　条
さわやか体操

7月17日（金）、27日（月）
8月3日（月）、7日（金）、17日（月）、21日（金）
9月11日（金）、14日（月）、25日（金）、28日（月）
10月9日（金）、12日（月）、23日（金）、26日（月）
 午後1時30分～午後3時

三条集会所

三条歌う会エゴラド 10月からの再開を検討しています。
ひこばえ※1 9月16日（水）、10月21日（水） 午後2時～午後4時

打出浜
歌おう会 9月7日（月）、10月5日（月）

 午後1時30分～午後3時30分 春日集会所
いきいき体操 7月20日（月）、9月21日（月）、10月19日（月）

 午後1時30分～午後3時
みんなで歌おう 9月9日（水） 午後1時30分～午後3時 打出集会所

潮　見 ハーバリウム作り 10月20日（火） 午後1時30分～午後3時30分 潮見ゆうゆう倶楽部
音楽でリラクゼーション 10月※2 陽光町市営集会所

浜　風 アクセサリー作り 10月16日（金） 午後1時30分～ 高浜町第3集会所
※1　新しく参加される場合はご一報ください。
※2　日程は前月に決まる予定です。詳しくはお問い合わせ下さい。

感謝状贈呈



お問い合わせ

2020年（令和2年）7月号2020年（令和2年）7月号 第159号 第159号（2） （3）

社協会員を
募集しています。

社協の活動は市民の善意とボランティアに支えられています。お仕事やご家庭の都合で直接参加できない方にも資金面から、
地域福祉の活動にご参加いただくことをお願いしています。年会費は一口千円から…　お問い合わせは社協事務局へ

☎（0797）32－7530
℻（0797）32－7529芦屋市社会福祉協議会

普通会員 芦屋市内在住の方 1,000円
団体会員 芦屋市内に団体、事業所等をお持ちの方 3,000円

賛助会員 市外在住の方（個人） 1,000円
 芦屋市外に団体、事業所等をお持ちの方 3,000円

特別会員 5口以上の会費を納められた個人会員の方、 1万円以上の会費を納められた団体会員・事業所等の方

1/24　岩﨑 聡 様　1,000,000円　　4/17　匿名　10,000円　　5/27　N.K様　10,000円
6/1　匿名法人　100,000,000円

普通会員 364名（金額412,000円）
期間中に加入した人数（0）
団体会員 61団体（金額218,000円）
期間中に加入した団体（1）
ボランティアグループ「とまと」様

賛助会員 7名（金額11,000円）
期間中に加入した人数（0）
特別会員 31名（金額313,000円）
期間中に加入した人数（1）

普通会員 1名（金額3,000円）
期間中に加入した人数（1）
佐和田　勇様

特別会員 2名（金額30,000円）
期間中に加入した人数（2）
医療法人　昭圭会様　他

463名 954,000円 のご協力をいただきました
令和元年度分会費として

令和2年3月1日～令和2年3月31日の加入者・団体 (掲載希望者のみ)

ありがとうございました

社会福祉協議会へのご寄附ありがとうございました

（1）相談支援の充実  
●総合相談窓口（生活困窮者自立相談支援事業）　延べ相談件数　443件
●障がい者相談支援事業　基幹相談　延べ相談件数　2,540件
　　　　　　　　　　　一般相談　延べ相談件数　3,031件
●指定特定、指定障害児相談支援事業
障がい福祉サービスの利用者を対象に、サービス等利用計画の作成及び継
続サービス利用支援の実施　延べ相談件数　2,022件
●心配ごと相談（民生児童委員による身近な福祉相談）　延べ相談件数　132件
●生活福祉資金貸付事業（県社協）
学費や障がいのある人の自動車購入費等資金の貸付　相談802件　貸付49件
失業による休職中の生活費の貸付　相談89件　貸付3件
●福祉を高める運動の推進（民生児童委員による見まもり、訪問・援助）
対象世帯　373世帯（夏季22世帯・歳末20世帯に援助金交付）

（2）生活支援サービス・活動の推進  
●生活物品等ゆずりあいネットワーク事業
生活困窮者等が必要とする日用品の提供を、地域住民等に呼びかけ物品を
提供し支援　提供件数　20件
●ひとり一役活動推進事業
地域の助け合いの活性化と社会参加の推進のため、施設や高齢者の自宅に
おいて話し相手、軽作業等の活動を実施　　延べ活動件数　2,773件
●アクションプログラムの推進
芦屋市地域福祉計画で取り組む事業を地域住民と協力して推進する場を検討
協議会　11回開催、活動件数　9回
●障がい児日中一時支援事業　延べ利用者数　790人
●ファミリー・サポート・センター事業　延べ活動回数　6,259件
●ワンコインサロン
高齢者交流室における交流事業　33回開催　延べ参加者数　369人
●高齢者会食懇談会　8回開催　延べ参加者数　309人
●しょうがい者とのスポーツ交流ひろば　11回開催　延べ参加者数　244人
●打出商店街内の交流拠点「まごのて～打出いこいの場～」の運営
見まもり協力員による話し相手、イベントの開催
●保健福祉センター受付、総合案内業務
●介護用品の貸出　車いす貸出87件
●当事者組織への支援　地域子ども会活動助成　28件

（3）権利擁護支援の推進  
●福祉サービス利用援助事業
契約件数　38件　専門員による訪問支援　522回　生活支援員による支援　1,877回
●財産保全サービス事業　契約件数　8件
●権利擁護支援センター事業
権利擁護に関する相談窓口、虐待、消費者被害、財産・金銭管理、成年後
見制度の利用等の相談を実施
•権利擁護専門相談　　延べ3,086件
•権利擁護専門支援事業　虐待通報件数87件
•権利擁護支援者養成研修　参加者19人
•介護相談員派遣事業　活動人員44人、協力施設14施設
•障がい者施設等相談員派遣事業　活動人員10名、協力施設3施設
●法人後見受任　3件

（4）地域と連携したニーズ把握の推進  
●協力事業者による地域見まもりネットワーク事業　登録事業者134事業所

（1）福祉学習の推進  
●児童・生徒等のボランティア活動助成
ボランティアへの取り組みを行った10校へ助成、資機材貸出、ボランティア講師の紹介
●夏休み中学生福祉ボランティア学習　参加者26人
●認知症サポーター養成講座開催
•基礎編　開催回数28回
●手話奉仕員養成講座入門　参加者8人

（2）小地域福祉活動の推進  
●地区福祉委員会活動
•民生児童委員、福祉推進委員による見まもり、訪問、地区委員会だよりの発行
•高齢者のつどい開催（町・地区）延べ参加者数1,755人
•地区生きがいデイサービス実施　　延べ参加者数3,579人

（3）ボランティア活動の推進  
•ボランティア・福祉団体スペースの運営
•ボランティアコーディネート
•ボランティア活動センター連絡会議の開催
•ボランティア市民活動災害共済受付

（4）災害時の支え合い活動の推進  
•災害時要配慮者支援の推進
•地区防災訓練への参加
•防災と福祉連携モデル事業への参画
•救急医療情報キットの配布　118個

（5）地域福祉活動への支援の充実  
●ボランティア活動センターの充実
•あしや市民活動センター主催「あしや笑顔ネット」会議出席　6回
•フードバンク活動との連携　食糧提供依頼　42件
•フードドライブの実施　15回
●活動に関する財源の確保
•ボランティアグループ活動助成　22件
•兵庫県県民ボランタリー活動助成申請受付　34件
●コミュニティソーシャルワーカーによる支援
•地区福祉委員会活動支援
•地域発信型ネットワークの推進
•市内各所への出張相談の実施（まごのて、セブンイレブン潮芦屋店）21回
•地域活動、個別支援業務

●社協だよりの発行
社協活動への理解を広めるとともに、地域の見まもり活動の一環として、
地区福祉委員会、自治会等の協力を得て全戸配布を実施　年4回発行
●会員制度の推進
社協活動への個人・団体からの会員加入による支援
会員数　463（普通364　団体61　賛助7　特別31） 会費総額　954,000円
●歳末たすけあい運動
共同募金委員会に寄せられた募金を福祉・経済的支援や世帯等に配分　
987,351円

（1）地域発信型ネットワークの推進  
●地域発信型ネットワーク活動
小学校区域、中学校区域、全市域における各会議において、住民、専門職、
行政が協働して課題解決に取り組むネットワークづくり
地域ケアシステム検討委員会で、「65歳プロジェクト」及び「支援チーム検討会」
の各プロジェクトで、専門職間連携課題解決のための取り組みを実施

　令和元年度は、芦屋市社会福祉協議会「第7次地域福祉推進計画」（平成
29年度～令和3年度）の三年目として、また芦屋ハートフル福祉公社と統
合し、令和の時代となった新たなスタートの年として、地域共生社会の実
現に向けた社会情勢の変化も踏まえつつ、様々な角度からの工夫・改善を
加えながら事業・活動に取り組みました。
　地域での福祉活動の担い手でもある福祉推進委員の一斉改選があり、全
体研修の場で小地域福祉活動の意義を確認しました。また、福祉学習の取
り組みでは、市内の保育所や幼稚園も対象に実施し、幼少期から福祉に興
味・関心が持てる機会を提供しました。
　生活困窮者自立相談では、相談から見えてきた世帯内でのひきこもりの
課題に対応するために、「ひだまりの会（子どもを思いやる親の会）」を立ち
上げました。また、権利擁護支援センターでは、権利擁護支援からのニー
ズに対応するため、「終活支援事業ろーすくーるAshiya」を開催しました。
　介護保険事業では、「認知症高齢者見守り支援事業」や「芦屋市立こども
園・保育所及び学校園の医療的ケアに係る訪問看護事業」など、介護保険
事業者として芦屋市内のセーフティネットとしての役割を果たせるよう取
り組みました。
　令和元年度終盤は、新型コロナウイルス感染拡大のため、予定していた
事業・活動が中止または延期となり、今後は「新しい生活様式」に沿った形
で、実施方法の検討や地域づくりについて考えなければいけない課題も出
てきました。

令和元年度  事業報告

福祉への理解と
多様な地域福祉活動の推進

多様なニーズに対応した
社協らしい相談支援・生活支援の推進

地域福祉を推進するための
ネットワークの強化

社協基盤の強化

　ボランティア活動センターでは、個人ボランティアの登録を行
っています。ボランティアに興味のある方はもちろん、災害時に
役立つ資格や技能を持った方にあらかじめ登録していただくこと
で、いざ災害が起こったときの迅速な支援につながります。
　詳しくは、右記までお問い合わせください。

収 支 報 告 　平和で平穏であることの大切さ有難さを痛切に感じております。戦争を
経験された方は勿論、経済も社会も豊かになり、少し息をついた頃からの
幾多の自然災害に見舞われた私たちは、お互いを助け合うことや他人をい
たわる心を育んで参りました。この度の新型コロナ感染症に対しても私た
ちは強制ではない自粛要請に真摯に取り組み、医療関係者・介護関係者・
ライフラインを支える様々な業界の方は、感染症の恐怖の中でも果敢に業
務を遂行されています。厳しい社会環境の中でも騒がず冷静に互いを思い
やり慈しみ行動出来ていることが本当の「助け合い」であると改めて感じ
ております。「芦屋市社会福祉協議会」は、芦屋市民の幸せのために地域
の様々な人々とともに行動することが使命であります。
　私たちに何が出来るのか、社会を支える方々の活動を理解し、感謝の気
持ちを持って接する事だと思います。
　感謝とともに経済的支援は欠かせません。社会基盤を支える諸活動への
応援をもう一度見直しませんか。戦後1947年に始まった「赤い羽根共同
募金運動」社会組織が崩壊した中での「助け合い」が起源とのことです。
こんなことが身近な助け合いの活動だと思います。

芦屋市社会福祉協議会  理事　塩路　伸世　

助け合いと理解しあうことの大切さコ ラ ム

新型コロナウイルス感染症の蔓延によ
り、リハビリや運動を行う機会が減って
しまったという方が多いのではないでし
ょうか。芦屋市訪問看護ステーションで
は理学療法士が作成した「週刊　自分で
リハビリテーション」をホームページで
公開しています。

2次元コードから
アクセス！

　芦屋ハートフル訪問介護事業所は、前身である福祉公社の頃
より、主に要支援、要介護状態にある方や自立支援ご利用の方
に、住み慣れたご自宅、地域での生活を続けていただけるよう、
家事支援や身体介護を提供しております。また、暮らしの中で
のお困りごとなどをうかがって、より安心した生活を送れるよ
う、ケアマネジャーや相談員とともに支援いたします。

ハートフル事業紹介
芦屋ハートフル訪問介護事業所

個人ボランティア
登録受付中！

●お問い合わせ：ボランティア活動センター
●場　所： 保健福祉センター 2階
　　　　　ボランティア活動センター
　　　　　TEL：0797－32－7525

補助金収入
（共同募金含む）
115百万円（19％）

受託金収入
86百万円（15％）

寄附金収入
30百万円（5％）

人件費支出
493百万円（83％）

事業費支出
39百万円（7％）

事務費支出
52百万円（9％）

その他支出
6百万円（1％）

介護保険収入
273百万円（46％）

障害福祉
サービス
事業収入
45百万円
（8％）

医療事業収入
27百万円（4％） その他収入

（会費含む）
15百万円（3％）

推進
目標4

推進
目標2

推進
目標1

推進
目標3

社協会費へのご協力をお願いします

●振込先口座名義：社会福祉法人　芦屋市社会福祉協議会　会長　加納多惠子
　○ゆうちょ銀行　00960　1　14206 1
　☆社協の窓口でもお預かりさせていただきます。

令和2年
度

　社協会員は、社協が行う福祉活動を資金面で支援してくださる
方々です。お寄せいただいた会費は、社協事業の大きな財源のひと
つとして活用されます。令和元年度は463名（954,000円）のご協
力をいただきました。ぜひ社協事業にご理解いただきご加入いただ
きますようお願いいたします。
　なお、当会費は税額控除の対象になります。

入門編

社協会費へのご協力ありがとうございます社協会費へのご協力ありがとうございます

令和2年4月1日～令和2年5月31日の加入者・団体 (掲載希望者のみ)
令和2年5月31日現在の会員数 3名  金額 33,000円

●地域包括支援センター
　延べ相談者数4,545人
　介護予防教室　開催回数26回　延べ参加者数224人
　介護予防ケアマネジメント　延べ件数5,673件
●訪問介護事業　利用者数2,134人　派遣回数20,495回
●訪問看護事業　利用者数1,355人　派遣回数7,791回
●居宅介護支援事業　契約利用者数3,111人
●通所介護事業　開所日数308日　利用者数6,069人
●要介護認定調査　339件
●高齢者住宅等安心確保事業（ＬＳＡ）
　実施日数366日　安否確認訪問5,197件　相談件数702件
●紙おむつ給付・宅配サービス　延べ給付宅配数　1,082件

介
護
保
険
事
業事業活動収入計　　5億9,143万円 事業活動支出計　　5億9,013万円

●時　間： 8月27日～ 12月24日（毎週木曜日）　全18回
　　　　　午後1時30分～午後3時30分
●場　所：保健福祉センター 2階　団体会議室2
●対　象：手話をはじめて学ぶ芦屋市在住の方
●定　員：20名
●受付開始：8月3日（月）
●参加費：2,000円（社協会員は1,000円）、
　　　　　別途テキスト代（実費）
●申込み・お問い合わせ：保健福祉センター 2階　
　ボランティア活動センター　TEL：0797－32－7525

ボランティア養成講座
初心者向けの講習なので、全く手話の経験が無い方でも、安心して受講し
ていただけます。少しでも興味のある方は参加してみませんか？

中学生福祉ボランティア学習
　　　　　に参加しませんか？

●日　時：8月11日（火）・12日（水）【2日間】
　　　　　午前９時30分～午後３時00分
●場　所： 保健福祉センター 3階
●対　象：市内の中学校に在学中の１年～３年生
●定　員： 20名
●参加費：無料
●内　容：障がい者スポーツ体験、防災学習 など
●お問い合わせ：保健福祉センター２階
　　　　　　　　ボランティア活動センター
　　　　　　　　TEL：0797－32－7525

最終日には、
「福祉ボランティア
学習修了証」が
もらえるよ

種　　類 会費（1口）

ホームページで公開中！
週刊  自分でリハビリテーション
ホームページで公開中！
週刊  自分でリハビリテーション

法人全体
収 入

法人全体
支 出



お問い合わせ

2020年（令和2年）7月号2020年（令和2年）7月号 第159号 第159号（2） （3）

社協会員を
募集しています。

社協の活動は市民の善意とボランティアに支えられています。お仕事やご家庭の都合で直接参加できない方にも資金面から、
地域福祉の活動にご参加いただくことをお願いしています。年会費は一口千円から…　お問い合わせは社協事務局へ

☎（0797）32－7530
℻（0797）32－7529芦屋市社会福祉協議会

普通会員 芦屋市内在住の方 1,000円
団体会員 芦屋市内に団体、事業所等をお持ちの方 3,000円

賛助会員 市外在住の方（個人） 1,000円
 芦屋市外に団体、事業所等をお持ちの方 3,000円

特別会員 5口以上の会費を納められた個人会員の方、 1万円以上の会費を納められた団体会員・事業所等の方

1/24　岩﨑 聡 様　1,000,000円　　4/17　匿名　10,000円　　5/27　N.K様　10,000円
6/1　匿名法人　100,000,000円

普通会員 364名（金額412,000円）
期間中に加入した人数（0）
団体会員 61団体（金額218,000円）
期間中に加入した団体（1）
ボランティアグループ「とまと」様

賛助会員 7名（金額11,000円）
期間中に加入した人数（0）
特別会員 31名（金額313,000円）
期間中に加入した人数（1）

普通会員 1名（金額3,000円）
期間中に加入した人数（1）
佐和田　勇様

特別会員 2名（金額30,000円）
期間中に加入した人数（2）
医療法人　昭圭会様　他

463名 954,000円 のご協力をいただきました
令和元年度分会費として

令和2年3月1日～令和2年3月31日の加入者・団体 (掲載希望者のみ)

ありがとうございました

社会福祉協議会へのご寄附ありがとうございました

（1）相談支援の充実  
●総合相談窓口（生活困窮者自立相談支援事業）　延べ相談件数　443件
●障がい者相談支援事業　基幹相談　延べ相談件数　2,540件
　　　　　　　　　　　一般相談　延べ相談件数　3,031件
●指定特定、指定障害児相談支援事業
障がい福祉サービスの利用者を対象に、サービス等利用計画の作成及び継
続サービス利用支援の実施　延べ相談件数　2,022件
●心配ごと相談（民生児童委員による身近な福祉相談）　延べ相談件数　132件
●生活福祉資金貸付事業（県社協）
学費や障がいのある人の自動車購入費等資金の貸付　相談802件　貸付49件
失業による休職中の生活費の貸付　相談89件　貸付3件
●福祉を高める運動の推進（民生児童委員による見まもり、訪問・援助）
対象世帯　373世帯（夏季22世帯・歳末20世帯に援助金交付）

（2）生活支援サービス・活動の推進  
●生活物品等ゆずりあいネットワーク事業
生活困窮者等が必要とする日用品の提供を、地域住民等に呼びかけ物品を
提供し支援　提供件数　20件
●ひとり一役活動推進事業
地域の助け合いの活性化と社会参加の推進のため、施設や高齢者の自宅に
おいて話し相手、軽作業等の活動を実施　　延べ活動件数　2,773件
●アクションプログラムの推進
芦屋市地域福祉計画で取り組む事業を地域住民と協力して推進する場を検討
協議会　11回開催、活動件数　9回
●障がい児日中一時支援事業　延べ利用者数　790人
●ファミリー・サポート・センター事業　延べ活動回数　6,259件
●ワンコインサロン
高齢者交流室における交流事業　33回開催　延べ参加者数　369人
●高齢者会食懇談会　8回開催　延べ参加者数　309人
●しょうがい者とのスポーツ交流ひろば　11回開催　延べ参加者数　244人
●打出商店街内の交流拠点「まごのて～打出いこいの場～」の運営
見まもり協力員による話し相手、イベントの開催
●保健福祉センター受付、総合案内業務
●介護用品の貸出　車いす貸出87件
●当事者組織への支援　地域子ども会活動助成　28件

（3）権利擁護支援の推進  
●福祉サービス利用援助事業
契約件数　38件　専門員による訪問支援　522回　生活支援員による支援　1,877回
●財産保全サービス事業　契約件数　8件
●権利擁護支援センター事業
権利擁護に関する相談窓口、虐待、消費者被害、財産・金銭管理、成年後
見制度の利用等の相談を実施
•権利擁護専門相談　　延べ3,086件
•権利擁護専門支援事業　虐待通報件数87件
•権利擁護支援者養成研修　参加者19人
•介護相談員派遣事業　活動人員44人、協力施設14施設
•障がい者施設等相談員派遣事業　活動人員10名、協力施設3施設
●法人後見受任　3件

（4）地域と連携したニーズ把握の推進  
●協力事業者による地域見まもりネットワーク事業　登録事業者134事業所

（1）福祉学習の推進  
●児童・生徒等のボランティア活動助成
ボランティアへの取り組みを行った10校へ助成、資機材貸出、ボランティア講師の紹介
●夏休み中学生福祉ボランティア学習　参加者26人
●認知症サポーター養成講座開催
•基礎編　開催回数28回
●手話奉仕員養成講座入門　参加者8人

（2）小地域福祉活動の推進  
●地区福祉委員会活動
•民生児童委員、福祉推進委員による見まもり、訪問、地区委員会だよりの発行
•高齢者のつどい開催（町・地区）延べ参加者数1,755人
•地区生きがいデイサービス実施　　延べ参加者数3,579人

（3）ボランティア活動の推進  
•ボランティア・福祉団体スペースの運営
•ボランティアコーディネート
•ボランティア活動センター連絡会議の開催
•ボランティア市民活動災害共済受付

（4）災害時の支え合い活動の推進  
•災害時要配慮者支援の推進
•地区防災訓練への参加
•防災と福祉連携モデル事業への参画
•救急医療情報キットの配布　118個

（5）地域福祉活動への支援の充実  
●ボランティア活動センターの充実
•あしや市民活動センター主催「あしや笑顔ネット」会議出席　6回
•フードバンク活動との連携　食糧提供依頼　42件
•フードドライブの実施　15回
●活動に関する財源の確保
•ボランティアグループ活動助成　22件
•兵庫県県民ボランタリー活動助成申請受付　34件
●コミュニティソーシャルワーカーによる支援
•地区福祉委員会活動支援
•地域発信型ネットワークの推進
•市内各所への出張相談の実施（まごのて、セブンイレブン潮芦屋店）21回
•地域活動、個別支援業務

●社協だよりの発行
社協活動への理解を広めるとともに、地域の見まもり活動の一環として、
地区福祉委員会、自治会等の協力を得て全戸配布を実施　年4回発行
●会員制度の推進
社協活動への個人・団体からの会員加入による支援
会員数　463（普通364　団体61　賛助7　特別31） 会費総額　954,000円
●歳末たすけあい運動
共同募金委員会に寄せられた募金を福祉・経済的支援や世帯等に配分　
987,351円

（1）地域発信型ネットワークの推進  
●地域発信型ネットワーク活動
小学校区域、中学校区域、全市域における各会議において、住民、専門職、
行政が協働して課題解決に取り組むネットワークづくり
地域ケアシステム検討委員会で、「65歳プロジェクト」及び「支援チーム検討会」
の各プロジェクトで、専門職間連携課題解決のための取り組みを実施

　令和元年度は、芦屋市社会福祉協議会「第7次地域福祉推進計画」（平成
29年度～令和3年度）の三年目として、また芦屋ハートフル福祉公社と統
合し、令和の時代となった新たなスタートの年として、地域共生社会の実
現に向けた社会情勢の変化も踏まえつつ、様々な角度からの工夫・改善を
加えながら事業・活動に取り組みました。
　地域での福祉活動の担い手でもある福祉推進委員の一斉改選があり、全
体研修の場で小地域福祉活動の意義を確認しました。また、福祉学習の取
り組みでは、市内の保育所や幼稚園も対象に実施し、幼少期から福祉に興
味・関心が持てる機会を提供しました。
　生活困窮者自立相談では、相談から見えてきた世帯内でのひきこもりの
課題に対応するために、「ひだまりの会（子どもを思いやる親の会）」を立ち
上げました。また、権利擁護支援センターでは、権利擁護支援からのニー
ズに対応するため、「終活支援事業ろーすくーるAshiya」を開催しました。
　介護保険事業では、「認知症高齢者見守り支援事業」や「芦屋市立こども
園・保育所及び学校園の医療的ケアに係る訪問看護事業」など、介護保険
事業者として芦屋市内のセーフティネットとしての役割を果たせるよう取
り組みました。
　令和元年度終盤は、新型コロナウイルス感染拡大のため、予定していた
事業・活動が中止または延期となり、今後は「新しい生活様式」に沿った形
で、実施方法の検討や地域づくりについて考えなければいけない課題も出
てきました。

令和元年度  事業報告

福祉への理解と
多様な地域福祉活動の推進

多様なニーズに対応した
社協らしい相談支援・生活支援の推進

地域福祉を推進するための
ネットワークの強化

社協基盤の強化

　ボランティア活動センターでは、個人ボランティアの登録を行
っています。ボランティアに興味のある方はもちろん、災害時に
役立つ資格や技能を持った方にあらかじめ登録していただくこと
で、いざ災害が起こったときの迅速な支援につながります。
　詳しくは、右記までお問い合わせください。

収 支 報 告 　平和で平穏であることの大切さ有難さを痛切に感じております。戦争を
経験された方は勿論、経済も社会も豊かになり、少し息をついた頃からの
幾多の自然災害に見舞われた私たちは、お互いを助け合うことや他人をい
たわる心を育んで参りました。この度の新型コロナ感染症に対しても私た
ちは強制ではない自粛要請に真摯に取り組み、医療関係者・介護関係者・
ライフラインを支える様々な業界の方は、感染症の恐怖の中でも果敢に業
務を遂行されています。厳しい社会環境の中でも騒がず冷静に互いを思い
やり慈しみ行動出来ていることが本当の「助け合い」であると改めて感じ
ております。「芦屋市社会福祉協議会」は、芦屋市民の幸せのために地域
の様々な人々とともに行動することが使命であります。
　私たちに何が出来るのか、社会を支える方々の活動を理解し、感謝の気
持ちを持って接する事だと思います。
　感謝とともに経済的支援は欠かせません。社会基盤を支える諸活動への
応援をもう一度見直しませんか。戦後1947年に始まった「赤い羽根共同
募金運動」社会組織が崩壊した中での「助け合い」が起源とのことです。
こんなことが身近な助け合いの活動だと思います。

芦屋市社会福祉協議会  理事　塩路　伸世　

助け合いと理解しあうことの大切さコ ラ ム

新型コロナウイルス感染症の蔓延によ
り、リハビリや運動を行う機会が減って
しまったという方が多いのではないでし
ょうか。芦屋市訪問看護ステーションで
は理学療法士が作成した「週刊　自分で
リハビリテーション」をホームページで
公開しています。

2次元コードから
アクセス！

　芦屋ハートフル訪問介護事業所は、前身である福祉公社の頃
より、主に要支援、要介護状態にある方や自立支援ご利用の方
に、住み慣れたご自宅、地域での生活を続けていただけるよう、
家事支援や身体介護を提供しております。また、暮らしの中で
のお困りごとなどをうかがって、より安心した生活を送れるよ
う、ケアマネジャーや相談員とともに支援いたします。

ハートフル事業紹介
芦屋ハートフル訪問介護事業所

個人ボランティア
登録受付中！

●お問い合わせ：ボランティア活動センター
●場　所： 保健福祉センター 2階
　　　　　ボランティア活動センター
　　　　　TEL：0797－32－7525

補助金収入
（共同募金含む）
115百万円（19％）

受託金収入
86百万円（15％）

寄附金収入
30百万円（5％）

人件費支出
493百万円（83％）

事業費支出
39百万円（7％）

事務費支出
52百万円（9％）

その他支出
6百万円（1％）

介護保険収入
273百万円（46％）

障害福祉
サービス
事業収入
45百万円
（8％）

医療事業収入
27百万円（4％） その他収入

（会費含む）
15百万円（3％）

推進
目標4

推進
目標2

推進
目標1

推進
目標3

社協会費へのご協力をお願いします

●振込先口座名義：社会福祉法人　芦屋市社会福祉協議会　会長　加納多惠子
　○ゆうちょ銀行　00960　1　14206 1
　☆社協の窓口でもお預かりさせていただきます。

令和2年
度

　社協会員は、社協が行う福祉活動を資金面で支援してくださる
方々です。お寄せいただいた会費は、社協事業の大きな財源のひと
つとして活用されます。令和元年度は463名（954,000円）のご協
力をいただきました。ぜひ社協事業にご理解いただきご加入いただ
きますようお願いいたします。
　なお、当会費は税額控除の対象になります。

入門編

社協会費へのご協力ありがとうございます社協会費へのご協力ありがとうございます

令和2年4月1日～令和2年5月31日の加入者・団体 (掲載希望者のみ)
令和2年5月31日現在の会員数 3名  金額 33,000円

●地域包括支援センター
　延べ相談者数4,545人
　介護予防教室　開催回数26回　延べ参加者数224人
　介護予防ケアマネジメント　延べ件数5,673件
●訪問介護事業　利用者数2,134人　派遣回数20,495回
●訪問看護事業　利用者数1,355人　派遣回数7,791回
●居宅介護支援事業　契約利用者数3,111人
●通所介護事業　開所日数308日　利用者数6,069人
●要介護認定調査　339件
●高齢者住宅等安心確保事業（ＬＳＡ）
　実施日数366日　安否確認訪問5,197件　相談件数702件
●紙おむつ給付・宅配サービス　延べ給付宅配数　1,082件

介
護
保
険
事
業事業活動収入計　　5億9,143万円 事業活動支出計　　5億9,013万円

●時　間： 8月27日～ 12月24日（毎週木曜日）　全18回
　　　　　午後1時30分～午後3時30分
●場　所：保健福祉センター 2階　団体会議室2
●対　象：手話をはじめて学ぶ芦屋市在住の方
●定　員：20名
●受付開始：8月3日（月）
●参加費：2,000円（社協会員は1,000円）、
　　　　　別途テキスト代（実費）
●申込み・お問い合わせ：保健福祉センター 2階　
　ボランティア活動センター　TEL：0797－32－7525

ボランティア養成講座
初心者向けの講習なので、全く手話の経験が無い方でも、安心して受講し
ていただけます。少しでも興味のある方は参加してみませんか？

中学生福祉ボランティア学習
　　　　　に参加しませんか？

●日　時：8月11日（火）・12日（水）【2日間】
　　　　　午前９時30分～午後３時00分
●場　所： 保健福祉センター 3階
●対　象：市内の中学校に在学中の１年～３年生
●定　員： 20名
●参加費：無料
●内　容：障がい者スポーツ体験、防災学習 など
●お問い合わせ：保健福祉センター２階
　　　　　　　　ボランティア活動センター
　　　　　　　　TEL：0797－32－7525

最終日には、
「福祉ボランティア
学習修了証」が
もらえるよ

種　　類 会費（1口）

ホームページで公開中！
週刊  自分でリハビリテーション
ホームページで公開中！
週刊  自分でリハビリテーション

法人全体
収 入

法人全体
支 出



社協（社会福祉協議会）とは社会福祉法第109条に定められている「地域福祉の推進を図ることを目的と
する団体」です。全国・都道府県・市町村に設置され、地域住民や社会福祉関係者の参加により、地域の福祉
推進の中核としての役割を担い、さまざまな活動を行っている非営利の社会福祉法人の民間組織です。

社会福祉法人　芦屋市社会福祉協議会
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9
TEL.0797（32）7530　 FAX.0797（32）7529

社協
とは… 発 行

Vol.

159
2020 July

2020年（令和2年）7月号2020年（令和2年）7月号 第159号 第159号

次号は2020年10月発行予定です。

（4） （1）

「社協だより」は『声の広報』『点字広報』も作成しています。　郵送をご希望の方は、社協（☎0797－32－7530℻0797－32－7529）へ

社協だよりは、福祉推進委員、民生児童委員、自治会の協力を得て配布しています。
赤い羽根共同募金配分金により発行し、配分金を活用している事業には　 マークがついています。

新型コロナウイルス感染症対策のため、中止もしくは延期となる場合がございます。ご不明な点はお問合せください。

◎
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お 知 ら せ I N F O R M A T I O N

地区福祉委員会  生きがいデイサービス（7月～10月の予定）地区福祉委員会  生きがいデイサービス（7月～10月の予定）

応募要領　はがきに　
①答え　②住所　③氏名　④電話番号　⑤年齢
⑥紙面のご感想　をご記入の上、
〒659-0051 芦屋市呉川町14-9 芦屋市社協「クイズ」係まで
ご応募ください。（8月末日必着）　
【Eメール可　件名に「クイズ回答」と書いてください。】

多数のご応募をいただきありがとうございました。
今回応募いただいた正解者の中から、抽選で20名の方に500
円の図書カードをプレゼントいたします。当選者の発表は、図書
カードの発送をもって替えさせていただきます。
ご提供いただく個人情報は、プレゼントの送付とそれに係る業
務のみに利用します。

市内に居住する60歳以上の方を対象に、趣味活動、健康づくり、文化活動を通じて外出する
機会を増やすことを目的に実施しています。ご参加の場合は、ご自宅で検温し、発熱がない
ことをご確認のうえ、マスクを着用してください。

　毎月1回、概ね第4木曜日（8月・1月を除く）に、芦屋いずみ会
会食ボランティアによる高齢者会食懇談会を開催しています。

クイズ回答者紙面感想より
•打出小槌町の防災活動について、講座や訓練など地域団体の協力
で実施されていますが、大切ですね。
•社協だよりは地域の民生児童委員や福祉推進委員さんが手配りで配
布して下さっていることを知りました。ありがとうございます。

●対　象：芦屋市在住の60歳以上の方
●定　員：各8名程度　　●時　間：午前10時30分～正午
●場　所：福祉センター 1階　高齢者交流室
●費　用：参加費100円＋材料費
●申込み：TEL：0797－32－7525（午前9時～午後5時30分）
　　　　　にて受付（先着順）

●対　象：市内在住の60歳以上の方
●費　用：内容によっては材料費等実費が必要な場合があります。
●申込み：不要（場所により人数制限があります。）
●お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会　TEL：0797－32－7530

●対　象：芦屋市在住の70歳以上の方
●費　用：500円　　●時　間：正午～
●定　員：各30名（内　初参加の方5名までを優先受付）
●場　所：保健福祉センター 3階　調理・実習室
●キャンセル：開催日の前日からキャンセル料（500円）の支払いが

発生します。
●申込み：TEL：0797－32－7525（午前9時～午後5時30分）

もしくはボランティア活動センターにて受付（先着順）

高齢者会食懇談会

①答え　②住所　③氏名　④電話番号　⑤年齢
⑥紙面のご感想　をご記入の上、
〒659-0051 芦屋市呉川町14-9 芦屋市社協「クイズ」係まで
ご応募ください。（8月末日必着）　
【Eメール可　件名に「クイズ回答」と書いてください。
前号（4月号）クイズの正解は、0（8－8＝0）でした。
多数のご応募をいただきありがとうございました。
今回応募いただいた正解者の中から、抽選で20名の方に500
円の図書カードをプレゼントいたします。当選者の発表は、図書
カードの発送をもって替えさせていただきます。
ご提供いただく個人情報は、プレゼントの送付とそれに係る業
務のみに利用します。

はがきに応募要領

（ルール）
①白マスに線を引いて、同じ漢字どうしをつなげましょう。
②線は、「たてよこ」に引きます。すべてのマスを使います。線を交
差させたり、枝分かれさせたりしてはいけません。

③漢字の入っているマスを通過するように線を引いてはいけません。
④1マスに2本以上の線を引いてはいけません。

漢字つなぎ

実施日 申込み開始
10月22日（木）10月5日（月）

新型コロナウイルス感染症対策のため、中止もしくは延期となる
場合がございます。ご不明な点はお問合せください。

クク イイ ズズ ココ ーー ナナ ーー

　生活にお困りの人や、どこに相談したらよいかわからない場合も
お問い合わせください。専門の相談員がご相談に応じます。

※新型コロナウイルスの影響により収入が減少して生活にお困りの方の
相談も受け付けています。

●時　間：月～金曜日　午前9時～午後5時30分（祝日除く）
●場　所：保健福祉センター 1階　総合相談窓口
●電　話：0797－31－0681

　
●実施日：毎月第1・3金曜日　午後1時30分～午後3時30分（雨天祝日除く）
●場　所：まごのて～打出いこいの場～　打出商店街内

　
●実施日：毎月第2火曜日　午後2時～午後4時（祝日除く）
●場　所：セブンイレブン潮芦屋店内

福祉相談窓口　ご案内の

つながるあしや　福祉なんでも相談（福祉の総合相談窓口）

まごのて出張相談

セブシオ出張相談

その他にも、会って話をすることができない状況下でも、地域のみなさまが
つながるように活動を続けています。
●自主防災会が防災用に備蓄していたサージカルマスクの配布（打出小槌町）
●特別定額給付金に便乗した詐欺への注意喚起のチラシの配布（親王塚町）
●相談先として民生委員の連絡先を記載した手紙の配布（業平町）　など

　三条コミスクから手
ぬぐいの提供を受け
て、有志の方がマスク
を200枚作成しました。
民生児童委員、福祉推
進委員の手で、日ごろ
から見まもりをしてい
る方々に配りました。

　5月より、東山町と打出小槌町で移動店舗が始まりまし
た。コープこうべによる買い物支援の取り組みが、自治会
の協力を得て実現しました。移動販売車には、約800品目
の生鮮食品やパン、日用雑貨などが積み込まれており、事
前の予約や申込みなしでお買い物ができます。お近くの方
は、ぜひご利用ください！

生活協同組合コープこうべより、新型
コロナウイルスの影響で生活に困窮し
ている世帯に向けて「コープこうべ災害
緊急支援基金（ハート基金）」から食料品
を提供していただきました。生活困窮
者支援に活用いたします。
ありがとうございました。

　市内の匿名法人より、1億円のご寄附を
いただきました。多世代交流拠点づくり及
び福祉人材育成に使ってほしいという寄附
者のご意向により、プラスワン福祉基金と
名付けて基金を設立し、活動に使わせてい
ただきます。
　新たな事業がプラスワンで創造できるよ
う取り組んでまいります。

　市内の匿名法人より、1億円のご寄附を
いただきました。多世代交流拠点づくり及
び福祉人材育成に使ってほしいという寄附
者のご意向により、プラスワン福祉基金と
名付けて基金を設立し、活動に使わせてい
ただきます。
　新たな事業がプラスワンで創造できるよ
う取り組んでまいります。

　「マスクを集めて、困っているところへ届
けよう！」と、呉川町町内会、呉川町自主防
災・防犯会が主催し“呉川町マスクプロジェ
クト”を実施しました。コープ浜芦屋店の協
力で、5月15日から5月21日までサービス
コーナーにBOXを設置しました。集まった
マスクは、社協へご寄付いただき、なかよ
し工房や学校などに提供いたしました。

コロナ禍での地域活動コロナ禍での地域活動
かか

つどえなくてもつながれるつどえなくてもつながれる

三条地区で配布されたマスク

呉川町町内会、自主防災・防犯会のみなさん

呉川町三条地区

　新型コロナウイルスの影響で、高齢者のつ
どいや、生きがいデイといった、地域でのつ
ながりづくりのための事業や、訪問活動など
の取り組みの自粛が続きました。
　そんな中でも、地域でできることを考えて
実践した取り組みを紹介します。

　　 打出小槌町
毎週月曜日　午後4時
芦屋動物病院南
　　 東　山　町
毎週木曜日　午後3時
芦屋東山プリンス前

東山町打出
小槌町コープ

移動店舗

笑顔を届けにバルーンおじさん参上！
細長い風船をキュキュっとしぼって
いろいろなバルーンアートを
つくります。お楽しみに♥

●開催日時： 8月22日（土）　午前10時30分～正午
●場　所： 木口記念会館1階　多目的ホール
●講　師： 安木　良明 氏　　●対　象： 会員または芦屋市在住・在勤の方
●定　員： 30名　　●申込み受付： 随時
●申込み・お問い合わせ：芦屋市ファミリー・サポート・センター
　TEL：0797－25－0521

たのしく
あそぼう

ババ ルル ンンーー

おとなもこどももみんな笑顔

実施日 プログラム
「ナンプレ」～コツを知って楽しもう！ 中級①～
「マクラメ編み」～ミニドア飾り～
「写経」
「ナンプレ」～コツを知って楽しもう！ 中級②～
「書と遊ぼう」～色紙に美文字を～
「手芸」～まん丸ブローチ～

申込み開始
9 月11日（金）
9 月18日（金）
9 月25日（金）
10月 9 日（金）
10月16日（金）
10月23日（金）

9月1日（火）

10月2日（金）

◎のマスを通る線は、
　　　何番の漢字をつなぐ線でしょうか？

〔広告〕公益社団法人  芦屋市シルバー人材センター公益社団法人  芦屋市シルバー人材センター
〒659-0062  芦屋市宮塚町２-２ 「はつらつ館」 〒659-0062  芦屋市宮塚町２-２ 「はつらつ館」 

 就業会員募集！  お仕事募集！
生涯現役！ 60歳以上の元気な高
齢者募集中です。あなたの力を地
域支援に役立てませんか？ 
（毎月第2火曜・入会説明会・要事前申込）

誰に頼んだらいいのかしら？ 
暮らしの中のお困りごとはあ
りませんか？小さなことでも、
まずはご相談下さい！  

まずはお電話でお問い合わせ下さい！　TEL32－1414

なかよし工
房

『プラスワン福祉基金』を設立しました 『プラスワン福祉基金』を設立しました 

地　区 プログラム 実　施　日 場　所

精　道

手軽にできる
ストレッチと筋トレ ※1

7月17日（金）、31日（金）
8月7日（金）、14日（金）、21日（金）、28日（金）
9月4日（金）、11日（金）、18日（金）、25日（金）
10月2日（金）、9日（金）、16日（金）、23日（金）
 午後2時～午後3時30分

茶屋集会所

カラオケで健康に 7月14日（火）、8月11日（火）、9月8日（火）、
10月13日（火） 午後1時30分～午後3時00分 竹園集会所

健康長生き体操
レレレの会 施設の受入れ体制が整い次第、再開いたします。 Ｌｅｓ芦屋

山　手 歌で楽しむ 9月17日（木）、10月15日（木） 午前10時～正午 大原集会所
宮　川 チェアータップダンス 10月※2 午後1時30分～ 西蔵集会所（予定）
朝日ケ丘 はじめてのナンプレ 9月3日（木） 午後1時30分～午後3時30分 朝日ケ丘集会所

三　条
さわやか体操

7月17日（金）、27日（月）
8月3日（月）、7日（金）、17日（月）、21日（金）
9月11日（金）、14日（月）、25日（金）、28日（月）
10月9日（金）、12日（月）、23日（金）、26日（月）
 午後1時30分～午後3時

三条集会所

三条歌う会エゴラド 10月からの再開を検討しています。
ひこばえ※1 9月16日（水）、10月21日（水） 午後2時～午後4時

打出浜
歌おう会 9月7日（月）、10月5日（月）

 午後1時30分～午後3時30分 春日集会所
いきいき体操 7月20日（月）、9月21日（月）、10月19日（月）

 午後1時30分～午後3時
みんなで歌おう 9月9日（水） 午後1時30分～午後3時 打出集会所

潮　見 ハーバリウム作り 10月20日（火） 午後1時30分～午後3時30分 潮見ゆうゆう倶楽部
音楽でリラクゼーション 10月※2 陽光町市営集会所

浜　風 アクセサリー作り 10月16日（金） 午後1時30分～ 高浜町第3集会所
※1　新しく参加される場合はご一報ください。
※2　日程は前月に決まる予定です。詳しくはお問い合わせ下さい。

感謝状贈呈


